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西

洋
衣
食
住

題
言

近
来
世
上
に

西
洋
服
を

用
ゆ

る
者
甚
た

多
し

武
用
其
外
立
働
に

最
も
便
利
な
る

こ
と

挙
て
い

ふ
べ
か
ら
ず
し
か
る

に
世
人

或
は
彼
国
衣
服
の

製
を
心
得
ず
し
て

譬
へ
ば

暑
中
に

棉
入
を

着
襦
ば

ん
の

代
り
に
羽

織
を

用
ゆ
る

等
の
間
違
も

浮
衣
食
体

船
E
E

財
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女
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少
か
ら

ず
今
こ
の
小

冊
子
は
彼
国
衣

裳
の
一

と

通
り
と

亦
兼
て
食

事

の

諸
道
具
寝
処
の

模
様
を
も
あ
ら
ま

し

其
図
を
記
し
其
用
法
を

解
き

聊

不
案
内
の

人々
に

示
す
の

み

慶
應
三

年

丁

卯
季
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こ

の

二

品

は

大

抵

莫
大

小

に

て

製
し

た
る

も

の

多
し

又
は

「
フ

ラ

子
ル

」製
の

も

の

も

あ

り
冬
分
は

先

つ「
フ
ラ

子
ル

」の
方
を

用

る

こ

と
な

り

第
一

肌

襦
ば

ん

オ
ン

ド
ル

シ
ュ
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「
シ

ョ

ル

ツ

」の
方
は

晒

し

金

巾
又
ア

サ
に

て

製
し

平
生
用
ゆ

る

も

の

な

り
「
フ

ラ

子
ル

シ
ョ

ル

ツ

」は

旅

中
ま

た
は

船
中
な
ど
に

用
ゆ

但
し

毛

織

な

れ

ば

垢
付

く
こ

と
な

し

第
三上

襦
ば

ん

シ
ュ

ル

ツ

第
三毛

織
上

襦
ば
ん

フ
ラ

子
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シ
ュ
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ズ

ボ
ン

ツ

リ

「
ブ
レ

ー
シ
ス

」又「
ソ
ス
ペ
ン

ド
ル

」

第
四股

引

「
ツ

ロ

ト
セ
ル

ス

」又「
ブ
リ
ー

チ
ス

」
第
五足

袋

ス

ト
ッ

キ
ン
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首
巻
は

麻
な

り
又
は

紙
に

て

製
し

た
る

も

あ

り
紙

製
は

価
も

安
け
れ

〓

一

日

用
れ

ば

直
に

取

捨
る

ヿ

な
り
西

洋
服
に

は

必
此

首
巻
を

欠
へ

か

ら
ず

西

洋

に

て

首
巻
な
き
物
を
日

本
に

て

譬
へ

ば

半
襟
の

な

き

襦
袢
を

着
る

が

如
し

誠
に

不

都
合

な

り

第
六チ

ヨ

ツ

キ

ウ
ェ

ス
ト
コ

ー

ト

第
七首
巻

コ

ラ
ル

同
巻
た
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形
襟
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子
ッ
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タ
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を

結
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た
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常
の

沓
は

日

本
に

て

雪
駄
の

代
な
り
長
沓
は

雨
天

の

時

下
駄
の

代
り
に

用
ひ

又
は

馬
上

に

用
ゆ

上

沓

は

家
の

内
に

て
上

草
履
同
様
の

所
に

用
ゆ

沓

箆
は

沓
を
は

く
と

き

足
の

踵
に

当

て

滑
ら
す

も

の

な
り

第
八沓シ

ウ
ー
ズ

長
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ブ
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割
羽
織
は

身
分
あ

る

人

の

常

服
な

り
丸
羽

織
は

一

体
職

人
な

ど
の

衣
服
な
れ

ど

も

高
貴
の

人
に

て
も

自
宅
に

居
る

と
き
か

又

は

外
へ

出
る

と

き
に

も

着

る

こ

と

あ

り
又
下
人
と

て
も

わ
り
羽

織
を

着
る

こ

と
の

な
き
に

も

あ

ら
ず

必

竟
人
々

の

好
み

に

て
外

見
を

飾
る

仏
蘭
西

人
な

ど
は

割
羽

織
を
着
る

人

多
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し
亜

米

利
加

人
英
吉

利

人

等
は

都
て
江

戸
子

は

だ
に

て

衣
服
に

搆
は

ず

襦
ば

ん

さ
へ

清
浄
な

れ

ば

上

着
は

何

に

て
も

頓
着
す

る

こ

と

な

く
高
貴
の

人

に

て
も

丸
羽

織
を
着
る

其
形
ち

色
々

あ
れ

ど
も

一

々

こ

ゝ

に

記
し

難
し

○

都
て

羽

織
の

地
合

は

羅

紗
多
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も

の

少
か

ら
ず

但
し

海

陸
軍
等
の

役
人
改
た

る

規
式
の

場
へ

出

る

と

き
は「
ユ

ニ

ワ

ヲ
ル

ム

」と

て
こ

の

割
羽

織

に

各
々

の

格
式
に

由

り
金
銀
の

飾
り
を

付
た

る

も

の

を

着
用
す

ど
い
へ

る

絹
と
毛
と

半
分
雑
り
に

て

織

た
る

も

の

又

は「
フ

ラ
子
ル

」

亦
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此

二

品

は

極

寒
の
と

き

重
ね

着
に

用
ゆ

第
十
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ワ
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高
帽
子
は

身
分
あ
る

人
の

冠
る

も

の
に

て

丸

帽
子

は

軽
き

者
の

用
ゆ

る
も

の

な
り
但
し

軽
き

者
の

冠

る

品

と

て

高
貴
の

人
に

て

用
ひ

ざ
る

に

は

あ
ら
ず

高
帽
子
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矢
張

身
分
あ

る

人

の

自
由
に

て

丸
羽

織
を

着
用
す

る

が

如

し

唯
全
体
の

品

物

を

い
へ

ば

高
帽
子
は

割

羽

織
に

対
し

丸

帽
子
は

丸

羽

織
に

対
す

る

も

の

と

心

得
べ

し

平
帽
子
は

随
分
平
人
も

用
ゆ

る

こ

と

あ

れ

ど

も

多
く

は

海
陸
軍
其
外
士

官
の

常
用
な

り

帽

子
の

前
に

夫
々

人
の

格

式
に

由

て

金
銀
な

ど
の

飾

り
を

附
け

又
は

帽
子
の

周
囲
に

金
銀
の

縁
を

付
た

る

も

あ

り
斯
く

金
銀
の

飾
り
あ

る

帽
子
を

冠
た
る

人
は

大
抵

彼

国
に

て

役
筋
の

人
と

心

得
べ

し

、
失
張
、身
ケ
ア
ル
人
ノ
自
向

ア
九
羽
織
子
安
一巧
ス

ル
ガ

L
V

レ
唯
全
体
ノ
品
物
テ
イ
ヘ
ハ
高
帽
子
ハ
創
刊
回

一
羽
織
一
一
針
、
V

九
時
半
4

八
九
洞
哉
－
7
封

ス

ル

モ

ノ

ト

町

一m得
ヘ
レ
乎
棺
子
ハ
障
今
子
入
手
用
ユ
ル
つ
ト
ァ
一

一
レ
ド
毛
タ
ク
ハ
海
隆
平
其
介
士
官
ノ
常
用
ナ
リ
時
－

一
子
ノ
誘
ニ
大
々
人
ノ
務
犬
－
一
由
－
ア
会
銀
ナ
ド
ノ
飾
－

一
汗
ノ
チ
市
ケ
久
ハ
的
問
マ
ず
ノ
除
勧
」
金
保
ノ
縁
チ
合
h
0

．

一
戸
モ
ア
リ
新
ク
全
保
ノ
侍
リ
ア
ル
作
子
ア
嵐
タ
ル

一
人
ハ
大
誌
、
被
週
三
ア
伏
第
ノ
人
ト

M

待
、

ν

U
Hい

1

！



傘
は

何
れ

も

絹
布
に

て
張
り

日

本
の

如
き

紙
張
の
も

の

な

し
斯
く

傘
を

畳
み

し

と
き
は

杖
の

代
り
に

用
ゆ

べ

し

傘ヲ
ム

ブ
レ
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右
は

西

洋
服
の

大

略
な

り

着
用
の

順
は

図
の

番
号

に

従
ひ

先
づ

第
一

ば

ん

に

は

だ
じ
ゆ

ば

ん

を

着
其

次
に

下
タ
も

ゝ

引
其
次
に

上

襦
ば

ん

と

順
々

に

番
号

を

逐
ひ

第
九

ば

ん

の

羽

織
を

着
て
一

と

通
り

衣

裳

の

飾
り

そ
な

わ

る

な

り
亦
彼
国
の

衣
裳
に

は

方
々

に

か

く

し

あ
る

ゆ

へ

さ

げ
も

の

其
外
手
ま

は

り
の

小

道
具
は

悉
く
か

く

し

の

う

ち
に

納
る

べ

し

譬
へ

ば

手

拭
は

羽

を

り
の

か

く
し

に

入

れ

金
入

れ

は

股

引
の

か

く

し

に

入

れ

時

計
は

ち
よ

つ

き

の

か

く

し

、
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に

入

れ

て

鎖
を
ぼ

た
ん

の

穴
に

掛
る

等
大
抵

夫
々

の

極
り

あ

り

○
小

便

所
へ

行
く
と

き

は

上

下
た

と

も

も

ゝ

引
の

ま

へ

の

ぼ

た
ん

を

外
し

て

事
済
む

な

れ

ど

も

大
便
に

は

先
づ

此

ぼ

た
ん

を
は

ず
し

次
に

ず

ぼ

ん

つ

り
の

ぼ

た
ん

を

前
後
と
も

に

は

ず

し

て
大

便
終
れ

ば

又

其
ぼ

た
ん

を

掛
る

に

う

し
ろ

の

ぼ

た

ん

は

手
さ

ぐ

り
に

て

掛
る

こ

と
ゆ

へ

衣
服
に

な
れ

ざ
る

間
は

甚
だ
不

便
利
な

り

介、 It
レ 13

千 iイ
会対日
デ膨
甘す

タ
〆

ノ
六
三
掛
か
等
大
抵
丈
キ

~ 

ノ

栓

リ

ア

ヴ

O
小
便
苛
ヘ
什
ク
ト
弘
、
ハ
よ
で
f

ト

モ

ィ

ヘ

ノ

ボ

タ

ン

チ

が

レ

ア

孝

弘

m
A

引
川
ノ
マ

そ
九
便
－
一

ナ

レ

、

八
九
ヴ
日
々
ボ
ク
V
J

ヲ
ハ
ヅ

γ
次

オミ

ン

レ
ア
大

ツ
り
ノ
ボ
ク
ノ
〆
テ
前
後
ト
モ
ユ

J、
ヌ；；

侠
柊
レ
ハ
人
共
ボ
タ
ン
ヲ
持
て
、
ゥ
‘
ν
ロ

ノ

ボ

タ

－
ア
剖
竹
ご

~ 

（
、
、
本
原

ナ
し／

ハ
チ
サ
グ
ノ
リ
二

二1-

。
ザ
し
戸
間
ハ
去
、
グ
T
A

俣
利
ナ
リ
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食
事
台

テ

ー

ブ
ル

西

洋
人

は

箸
を

用

ひ

ず

肉
類
其
外
の

品

々

大

切
に

切

り

て

平
皿

に

盛
り

銘
々

の

前
に

並
べ

た
る

を

右
の

手
に

庖

丁

を
以
て
こ

れ

を
小

敷
物

テ
ー

ブ
ル
、

コ
ロ

ー
ス

勢
々
ノ
希
－
一
並
へ

み

ノ

ル

ブ

ナ

P

ノ
子
一
一
極
一

マ
ヲ
タ
ア
つ

ν
ヲ
ふ
〆

h
山
川
f
，

号
、
y
J
dJ
1
JA
T
r

ム
官
、ふ
手

主

室

一
ア
）
寸
ブ
ル

面
洋
人
ハ
安
ア
周

ヒ
ズ
肉
類
共
介
ノ

喜
々
大
、
が
ュ
切
リ

テ
乎
且
司
一
虚
リ
♂

？ 

穀
物
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L
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さ
く

切

り

左
の

手
を

肉
刺
に

突
掛
て

食
す

る

な

り

庖
丁
の

先
に

物
を

載
せ

て

直
に

口

へ

入

る

ゝ

は

甚

不

行

儀
の

こ

と
ゝ

せ

り

汁
も

の

も

矢
張
平
皿

に

入

れ

匕

に

て

吸
ふ

な

り

汁
も

の

其
外
茶
を

飲
む

に

も

口

に

音
を

さ
す

る
こ

と
も

不

行
儀
と

す

此

図
は

一

人

前
の

皿

茶
碗
等
を

並
へ

た
る

所
な

り
大

勢
会
食

す

る

と

き
は

一

つ

食
事
台
へ

二

十
人
も

三

十
人
も

席
を

列
ぬ

る

こ

と

あ

り
食
事
諸
道
具
の

名
は

次
に

記
せ

り

!J. 

窃1李乙

｜《

サ
ク
力
的
、
友
ノ
子
ノ
防
利
J
J

実
卦
川
ア
会
ス
ル

、ァ

う

え
ア

ノ
九
二
物
ヲ
載

7
7主
ニ
ロ
ヘ
ヘ
ル
、

パ
芸

一
小
一
行
義
ヘ
フ
h
l

、
セ
リ
汁
モ
ノ
毛
失
茨
平
民

一
A

ヘ

レ
叫
て
ア
吠
フ
ふ

f
v
汁
毛
ノ
共
外
本
才
飲
ム

ユ
モ

ロ
了
五
日
オ
／
サ
4

ハ
ル
ヨ
ト
毛
不
作
会
ヘ
ト
ス
‘
品
、
建

九
一

人
議
ノ
皿
余
地
机
・
寺
子
企
ヘ
タ
ル
ベ
崎
、
十
け
大
学
令
食

え
ル
ト
キ
、
ハ
一
岬
／
食
事
差
ヘ
ユ
十
人

fJ一
十
人
モ

争
ヲ
刈
ヌ
ル
ゴ
ト
ア
リ
食
事
諸
説
兵
ノ
名
ハ
次
J

J



平
皿

プ
レ

ー

ト

水
呑

ト
ム
ブ

ラ
ル

匕テ
ー
ブ
ル
ス
プ
ル
ン

肉
刺

フ
ヲ
ル
ク

庖
丁

ナ
イ
フ

花
活

ウ
ヱ

ー
シ
ス

グ

ラ

ス

シ
ャ
ン
パ
ン

グ
ラ
ス

食
事
台
の

上
に

置
く
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フミ j 

智
司
司
1

・la’

トjくh

今本
，，． 

ブク
ラ
ス

（食、

JTe－－一ノ
上
二

孟

ク

才じ
み
ス

えニ

ァ肉7
4利すし
月一

十危
うi

v‘一－
1ζ~ ；， 
J 〆；

？？ 
／」::.::i，え
とと＝二二ヨ



茶
碗

チ
ー
コ

ツ
プ

茶
碗
台

ソ
ヲ
セ
ル

小

匕
チ
ー
ス
プ
ー
ン名

酒
瓶
食
事
台

の
上

に

置
く

乳
汁
入

ミ
ル

キ
ポ
ツ
ト

砂
糖
入

シ
ウ
ガ
ル
ペ
ー
ス
ン

砂
糖
挟

ト
ン
ダ
ス

薬
味

入

カ
ス

ト
ル

ス

醤
油

酢

油

芥
子

胡
椒

平
生

の

食
事
に

は

赤
葡
萄
酒
又
は「
シ
ヱ

リ
ー

」酒
其
外

「ボ
ル

ト

ワ

イ
ン

」等
を
用
ゆ

る

な
れ

ど
も

式
日

亦
は

J控室：p三圭j.,-7υ
レヌ歩
ウ特
丈ヘ ノ
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コメ、
ン
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地
ク
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薬
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カ
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醤

油

酢

尚
一
水
子

制
捗

子
生
ノ
食
事
ニ

ハ
ム
相
、
骨
や
旬
、
偽
イ
八
ハ
♂
ヱ
リ
ぃ
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し
泊
、
共
汁
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ノレ

か
ナ
ν
ド

ト
ワ
イ
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等
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ア
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客

を

饗
応
す

る

時
な
ど
に

は「
シ
ャ
ン

パ

ン

」其
外
種
々

の

美
酒
を

用
ゆ

甘

き

酒
又
は「
ブ
ラ
ン

デ
イ

」抔
云

ふ

酒
は

食
後
に

小

き「
コ

ツ
プ

」に
て
鳥
渡
一

杯

用
ゆ

る

も

の

な

り
又「
ビ

イ
ー

ル

」と
云

ふ

酒
あ
り
是
は

麦
酒

に

て

其
味
至

て

苦
け
れ

ど
胸
膈
を

開
く

為
に

妙
な

り

亦
人
々

の

性

分
に

由

り
其
苦
き

味
を

賞
翫
し

て

飲
む

人

も

多
し「
ウ
イ
ス

キ
ー

」「
ブ
ラ
ン

デ
イ

」な
ど
云

へ

る

酒
は

至

て
強

く

し

て

食
事
の

時
に

用
ひ

ず

多

く
は

下
人

の

飲
む

も

の

な

り

d
d
4
2
4
A
1

F
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手

水

台

ウ
ツ
シ
ユ

ス

タ
ン

ド

西

洋
人
の

寝
間
に

は

手
水

鉢
の

台
あ

り
て

毎
朝

漱
ひ

手

水
は

勿

論
食
事
の

前
後
に

も

手
先
き

と

面

を

洗
ふ
こ

と

な

り
此

図
に

あ
る

大

鉢
は

瀬
戸
物
に

て

金
盥

の

用
を

ト
前
ア
洗
ア
コ
ト
ナ

リ
・
時
国
’
一
ア
ル
久
外
ハ
瀬
ア
紡
ニ
ア
ム
信
料
ノ
月
ヲ

U

ャ
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手
水
毒
一

ウ
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ス
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蚤
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与
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桝
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一
外
ハ
ゐ
・
論
食
事
ノ
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後
ユ
毛
手
九
そ
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為
す

も

の

な

り
台
の

下
の

壺
は

水
こ

ぼ

し

な
り

其

外
小

道
具
の

図
解
は

左
に

記
せ

り

水
指

ピ

ツ
シ

ア
ル

金

盥

ペ

ー

ス

ン

水
飜
し

ジ
ョ

ク手

拭
タ
ウ
ル

丈
二

尺
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楊

子

入

楊子
ツースブロシ

漱

茶

碗

ト
ン

ブ
ラ
ル

水
呑
に

同
じ

石

鹸

入
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ム

髪
な
で
は

け

ヘ

ヤ
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ブ
ロ

シ

手
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此

図
は

箪
子

の

上

に

鏡
を

載

せ

た

る

所
な

り
西

洋
服
は

ボ

タ

ン

は

め

は

ず

し

面

倒
に

テ

鏡
を

見
ず

に

手
さ

ぐ

り
に

は

出

箪
子

チ
ェ

ス
ト
ヲ

フ
ズ
ロ
ー
ワ
ル

ス

鏡
ル
ー
キ
ー

ガ
ラ
ー
ス

ス

メ
ル

リ
ン
グ

ボ
ッ
ツ
ル

主正と

詞
ムセ
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例

ハ
笛
干
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来
が

た
し
且

朝
夕

髪
も

な

で

付
る

こ

と

な

る

ゆ

え

一

ト

間
の

内
に

は

か

な

ら

ず
一

つ

の

鏡
の

用

意
あ

り

衣

服
を

着
用
し
終
れ

ば

香
水
を

襟
の

廻
り
に

ふ

り

か

え

て

不

浄
を

払
う

か

が

み

の

左
の

服
に

あ

る

も

の

は

香
水
の

び

ん

な

り

鏡
の

前
に

あ
る

も

の

は

衣

装
の

ち
り

を

払
う

は

け

な

り
其
名
を「
ブ

ロ

シ

」と
い

う

都
て

西

洋
人
は

日

本
人
よ

り
も

身
の

廻
り
を

き

れ

い
に

す

る

風

俗
な

り
十
ヲ
ポ
ヘ
一
、
寸
、
後
ノ
前
。
急
ア
リ

ハ
・
争
水
ヲ
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ノ
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山
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西

洋
の

家
に

は

畳
な

く

板
張
の

上

に

粗
末
の

所

は

ご

ざ

を

し

き

上

の

間

に

は

だ
ん

つ

う

毛
せ

ん

其
外
き

れ

い

な

る

を

り

も

の

を

し

き

て

此

上

に

椅
子

を

並
へ

て

こ

れ

に

腰
を

掛
る

椅
子

チ

ヱ

ヤ

ル

曲
、
丸
、
ノ
家
J

校
受
ノ

紅
、」一本
ノ

J二1汁

4、
::l 

斗f

デ

p、
、
レ
守
よ

同

代
、
ダ
シ
ツ
ブ

． 

岨院側ー

ハ
昼
ナ
ク

こ持i
三子九

も
セ

〆
主
パ
外
～
キ

レ

7
1

、プ

ノレ

ヲ

レノ

キ

パテ
I ..'.l＇キ

:11 

』

毛

) 

守

二
竹
千
ヲ
企
ヘ
テ
ヨ

V

J
J

師
ザ
ヲ
オ
ル

‘・



風
俗

な

り

且

又

坐

敷
の

内
へ

直
に

す

は

る

こ

と

な

き
ゆ

へ

往
来
を

歩
行
せ

し

沓
の

儘
に

て

内
に

這
入

り

差
搆
ひ

な

し
尤

家
の

入

口

に

む

し
ろ

の

如

き

も

の

な

り

て
こ

れ

に

て

沓
の

泥
を

ふ

き

と

る

ゆ

へ

敷

物

の

よ

ご

る

ゝ

こ

と

な

し

日

本
へ

渡
来
せ

し

西

洋

人

等
日

本
人

の

家
に

来
る

と

き

沓
の

儘
に

て

畳
に

上

り
日

本
人
の

目
に

て

見
れ

ば

土

足
に

て

失
礼
な

ど
ゝ

思
は

る

べ

け

れ

ど
も

彼

国
の

風
俗
な

る

ゆ

へ

勘
弁
す

べ

き

こ

と

な

り

トーhげ
は
は
川
中
止
究
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ド
ト
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寝
床
は

巾
三

尺

長
さ

六

尺
余

二

人

寝
な
れ

ば

巾
四

尺

余
も

あ

り
敷

蒲
団
は

一

番
下
に

藁
其
次
に

棉
其
次
に

毛

の

蒲
団
と

順
々

に

三

枚

も

敷
き
上

に

晒

の

白

布
を

覆
ひ

其

厚
さ
三

枚
に

て
一

尺
五

寸
も

あ
る

べ

し

上

に

掛
る

夜

具
は

甚
だ

薄
し
晒

の

布
二

枚

に

「
ブ

ラ

ン

ケツ
ト

」の
二

枚
も

重
ね

た

る

位
な

り
さ
れ

ベ
ウ
ド
ス

ヲ
ツ
ド

チァンブルポット

ベ
ッ
ト

寸

毛

ア

Y

べ
U
よ
－
一
一
衿
U
F

衣

n
宍
ハ
岳
ク
義
レ
耕
ノ
布
－
一
枚

h
H
U
j

－
1
7
7／
今
ト
」
ノ
ニ
枚
モ
童
子
タ
々
位
が
引
サ
レ

則
F
U
J
U
U
U
弱、

ーl
J
U

薬

永
ハ
市
三
久
長
サ
ム
ハ
久
余

－
一
人
装
ナ
ν

ハ
中
回
天
余
モ
ア

リ
都
内
町
酢
パ
一
審
下
－
一
都
共
不
一

明
言
－
一
毛
ノ
占
ト
煩
々
一
一

一
一
一
放
毛
一
款
そ
よ
－
一
服
ノ
台
布
テ

一
義
ヒ
美
与
す
A

－
一
次
－
一
ア
一
切
へ
五



ど
も

敷
蒲
団
の

数

多
く
且

柔
ら
か
に

し

て

人
の

体

は

其
中
に

落
込
む

程
の

こ

と

な
れ

ば

寒
中
に

て
も

寒
む

き
こ

と

な

し

都
て

夜
具
の
上

下

に

覆
ふ

も

の

は

晒

の

白

木

棉
に

て
雪
の

如

し

冬
の

し

ら
み

夏
の

蚤

な

ど

探
し

て
も

居
ず

誠
に

清
浄
潔
白

な
り
○
床

の

下
に

あ
る

蓋
物
の

如

き
も

の

は

し
び

ん

な
り
彼

国
の

寝
床
の

下
に

は

必
ず

一

づ
ゝ

用
意
あ
り
て
始

て
西

洋
へ

行
き

し

人

な
ど
此

蓋
物
に

て

間
違
の
出

来
る

こ

と

少
か

ら
ず
心

得
べ

し
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ノ
九
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第三時
日本ノ八ツ半時

第四時
日本ノ七ツ時第

五
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ツ
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時
計
は

衣

食
住
よ

り
外
の
こ

と
な
れ

ど
も

西

洋
に

て
は

時
を
測
る
に

寺
の

鐘
な
ど
を
当
に

せ

ず
上

下

貴
賤
と
も

銘
々

時
計
を
所
持
す

る

風
俗
に

て

近
来

は

亦
日

本
に

も

追
々

舶
来
の
時
計
流
行
せ

り
然
る

に

不

案
内
の
人
は

時
計
を
所
持
し

て

其
見
様
を
知

ら

ざ
る

も

の
も

少
な
か

ら
ず

故
に

今
此

巻
末
衣

食

住
の

序
に

時
計
の

見
様
を
記
す

こ

と

左
の

如
し

西

洋
に

て
は

一

昼
夜
を
二

十
四

時
に

分
つ
ゆ

へ

彼

の
一

時
は

日

本
の

半
時
な
り
其
一

時
を
六
十
に

分

H
K川
に

レ

じ

い

レ

ト

」

窮

炉

二

仁

特
許
ハ
衣
食
枯
ヨ
内
ノ
汁
ノ
コ
ト
ナ
レ
ド
毛
訪
洋
一
一

ハ

カ

ア

テ

f

－
プ
ハ
時
j

ノ測－
Y

一手
4

ノ
鎧
ナ
下
づ
き
／
一
一
セ
ズ
ム
下

立
果
、
残
ト
毛
銑
々
、
特
計
ヲ
玲
持
久
作
凡
俗
一
一
－
ア

込
来

J

ハ
ホ
？
本
ム
託
子
え
々

・
如
来
ノ
特
許
抗
行
セ
日
／渋川ル

一一二
小
牧
内
ノ
人
ハ
持
、
計
ブ
丹
持
、
V

－
ア
共
有
戸
一
禄
ブ
知

一
－
ア
ザ
ル
モ
ノ
モ
タ
ナ
カ
ア
ズ
決

一
一
今
、
内
ゑ
求
示
、
八
令

往
’
ノ
序
一
一
狩
品
川
ノ
日
均
株
プ
払
ス
ヨ

ト
京
ノ
仁
和
z〆

品
山
洋
－
一
ア
ハ
一
委
衣
ヲ
一
一
十
官
、
特
一
一
介
ヴ
ユ
ヘ
仇

ノ
一
寸
ハ
日
本
ノ
キ
・
狩
ナ
り
ノ
英
一
持
ヲ
六
十
ニ
ケ

、，，.，



て

こ

れ

を
一

分
時
ミ
ニ

ユ

ー
ト

と
云

ふ

亦
こ

の

一

分
時
を

六

十
に

分
て
一

秒
時
セ

カ

ン

ド

と

云

ふ
一

秒

時
は

大

抵

脉
の

一

動
に

同
し
扨

時
計
の

盤
面
を

十
二

時
に

分

ち
短

針
は

一

昼

夜
に

二

度
づ

ゝ

廻
り

長
針
は

二

十

四

度
づ

ゝ

廻
る

仕

掛
に

せ

り
先
づ

正

午
亦
は

夜
半

第
十
二

時
を

本
と

し
こ

の

時
に

は

短

針
も

長
針
も

正

し

く

重
り

合
て

第
十
二

時
の

所
を

指
す

こ

れ

よ

り

段
々

に

右
の

方
へ

廻
り
短

針
の

第
一

時
を

指
す

と

き
は

長
針
は

盤
面
を
一

周
し

て

六

十
分

時
を

過
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ぎ

又

十
二

時
の

処
に

戻
れ

り
こ

れ

よ

り
亦
次

第
に

進
み

短

針
の

第
一

時
と

第
二

時
と
の

間
に

来
る

と

き
は

長
針
も

盤
面
を

半
分
廻
り

て
三

十
分
時
を

過

ぎ

丁

度
第
六

時
の

所
に

来
れ

り
故
に

時
計
を

見
て

時
を

知

る
に

は

先
づ

短

針
の

指
す

所
を

見
て
次
に

長
針
の

居

所
を

見
る

べ

し

譬
へ

ば

短

針
の

指
す

所

第
九

時
と

第
十

時
と
の

間
に

し

て

長
針
の

指
す

所

第
二

時
の

処
な
れ

ば

第
九

時
過
ぎ

十

分
時
な
り

と

云
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即
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分
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を
去

る
こ

と

十

分
時
と
云

こ

と

な

り

亦
此

短

針
第

九

時
と

第
十
時
と

の

間
を

半
過
ぎ

て

第
十

時
の

方

に

近

寄
り

長
針
も

進
て

第
八

時
の

所
に

来
れ

ば

こ

れ

を

第
十

時
前
二

十

分

時
と

云

ふ

即
ち

其
二

十

分

時
と
は

長

針
の

第
十
二

時
の

所
に

至
る

迄
二

十

分

時
あ

る

と

云

こ

と
に

て

何
れ

も

長
針
は

第
十
二

時

を

本
に

し

盤
面
に

あ

る

六

十
の

点
を

計
へ

て

何
時

何
分
時
と
云

ふ

こ

と
を

知
る

べ

し
此

図
は

第
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分
時
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に
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一

廻
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